
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の通信モードの１つに基づき且つ複数のクオリティ尺度の１つで動作できる通信リ
ンクを経て行われる送信器と受信器との間の通信のクオリティを推定する方法であって、
データを複数のフレームとして上記リンクを経て搬送するような方法において、
　上記リンクを経て受信器により受信されたデータを分析して、誤って受信されたと思わ
れる受信フレームの割合を決定し、
　その割合に基づいてフレームエラー確率を推定し、そして
　そのフレームエラー確率を、上記複数のクオリティ尺度の１つ及び上記リンクを経て使
用した通信モードの１つと共に記憶する、
という段階を備えた方法。
【請求項２】
　上記通信モードは、それらの高周波特性が異なるモードを含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　上記通信モードは、少なくとも１つの周波数ホップモード、及び少なくとも１つの非周
波数ホップモードを含む請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　上記クオリティ尺度は、ビットエラー率推定である請求項１ないし３のいずれかに記載
の方法。
【請求項５】
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　誤って受信されたと思われる受信フレームの割合は、リンクに対するフレーム消去レー
トである請求項１ないし４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　上記分析段階は、受信器において実行される請求項１ないし５のいずれかに記載の方法
。
【請求項７】
　誤って受信されたと思われる受信フレームの割合を定義するデータを受信器が送信する
段階を更に備え、そして上記記憶段階は、受信器から離れたところで実行される請求項６
に記載の方法。
【請求項８】
　上記フレームは、スピーチデータを搬送する請求項１ないし７のいずれかに記載の方法
。
【請求項９】
　上記フレームは、スピーチエンコードスキムに基づいてエンコードされたデータを搬送
する請求項１ないし８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　上記スピーチエンコードスキムは、適応マルチレートエンコードスキムである請求項９
に記載の方法。
【請求項１１】
　上記送信器及び受信器は、移動通信用のグローバルシステム又はそこから派生したシス
テムに基づいて動作できる請求項１ないし１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　複数の通信モードの１つに基づき且つ複数のクオリティ尺度の１つで動作できる通信リ
ンクに対する通信パラメータを設定する方法であって、データを複数のフレームとして上
記リンクを経て搬送するような方法において、
　上記リンクを経て受信器により受信されたデータを分析して、リンクに対するクオリテ
ィ尺度を決定し、該クオリティ尺度及び上記リンクを経て使用した通信モードの１つに基
づいてフレームエラー確率を推定し、そして
　その推定に基づいてリンクの通信パラメータを設定する、
という段階を備えた方法。
【請求項１３】
　上記通信パラメータは、リンクを経て使用されるべき通信モードである請求項１２に記
載の方法。
【請求項１４】
　上記通信パラメータは、リンクを経て使用されるべきクオリティターゲットである請求
項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　上記送信器及び受信器の一方は移動ステーションであり、そして上記送信器及び受信器
の他方はベース送信ステーションであり、そして上記通信パラメータは、別のベースステ
ーションと通信するための移動ステーションのハンドオーバーの開始を指示する請求項１
２に記載の方法。
【請求項１６】
　上記通信パラメータは、リンクを経て使用されるべき送信電力である請求項１２に記載
の方法。
【請求項１７】
　上記送信電力は、上記割合が上記記憶された確率を越える場合に増加される請求項１６
に記載の方法。
【請求項１８】
　上記送信電力は、上記記憶された確率が上記割合を越える場合に減少される請求項１６
又は１７に記載の方法。
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【請求項１９】
　上記フレームは、スピーチデータを搬送する請求項１２ないし１８のいずれかに記載の
方法。
【請求項２０】
　上記フレームは、スピーチエンコードスキムに基づいてエンコードされたデータを搬送
する請求項１２ないし１９のいずれかに記載の方法。
【請求項２１】
　上記送信器及び受信器は、移動通信用のグローバルシステム又はそこから派生したシス
テムに基づいて動作できる請求項１ないし２０のいずれかに記載の方法。
【請求項２２】
　送信器と、受信器と、複数の通信モードの１つに基づき且つ複数のクオリティ尺度の１
つで動作できる通信リンクを経て行われる送信器と受信器との間の通信のクオリティを推
定する装置であって、データを複数のフレームとして上記リンクを経て搬送するような装
置とを備えた通信システムにおいて、上記装置は、
　上記リンクを経て受信器により受信されたデータを分析して、誤って受信されたと思わ
れる受信フレームの割合を決定するための手段と、
　その割合に基づいてフレームエラー確率を推定するための手段と、
　そのフレームエラー確率を、上記リンクを経て使用した通信モードの１つ及びクオリテ
ィ尺度の１つと共に記憶するためのデータ記憶装置と、
を備えた通信システム。
【請求項２３】
　送信器と、受信器と、複数の通信モードの１つに基づき且つ複数のクオリティターゲッ
トの１つで動作できる通信リンクに対する通信パラメータを設定する装置であって、デー
タを複数のフレームとして上記リンクを経て搬送するような装置とを備えた通信システム
において、上記装置は、
　上記リンクを経て受信器により受信されたデータを分析して、リンクに対するクオリテ
ィ尺度を決定するための手段と、
　該クオリティ尺度及び上記リンクを経て使用した通信モードの１つに基づいてフレーム
エラー確率を推定するための手段と、
　その推定に基づいてリンクの通信パラメータを設定するための手段と、
を備えた通信システム。
【請求項２４】
　上記分析手段は、受信器に配置される請求項２３に記載の通信システム。
【請求項２５】
　送信器及び受信器が、通信パラメータを有する通信リンクを経て通信することができ、
該通信リンクは、複数の通信モードの１つに基づき且つ複数のクオリティターゲットの１
つで動作でき、データを複数のフレームとして上記リンクを経て搬送するような通信シス
テム内で動作するネットワーク要素において、
　上記リンクを経て受信器により受信されたデータを分析して、リンクに対するクオリテ
ィ尺度を決定するための手段と、
　そのクオリティ尺度と、上記リンクを経て使用した通信モードの１つとに基づいてフレ
ームエラー確率を推定するための手段と、
　その推定に基づいてリンクの通信パラメータを設定するための手段と、
を備えたネットワーク要素。
【請求項２６】
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送信器及び受信器を備える通信システムにおいて動作する装置であって、複数の通信モ
ードの１つに基づき且つ複数のクオリティ尺度の１つで動作できる通信リンクを経て行わ
れる上記送信器と上記受信器との間の通信のクオリティを推定するように構成され、デー
タが複数のフレームとして上記リンクを経て搬送されるような装置において、
　上記リンクを経て上記受信器により受信されたデータを分析して、誤って受信されたと



【請求項２７】
　

【請求項２８】
　

【請求項２９】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、通信クオリティの推定に係り、例えば、受信データにおけるエラーレートの推
定の改善に係る。本発明は、セルラー無線テレコミュニケーションネットワークのような
テレコミュニケーションシステムに適するのが好ましい。
【０００２】
【背景技術】
図１は、ＧＳＭ（移動通信用のグローバルシステム）システムのような典型的なセルラー
無線テレコミュニケーションネットワークの構成を概略的に示す。このネットワークは、
多数のベース送信ステーション（ＢＴＳ）１、２、３を含む。各ベースステーションは、
ベースステーションに隣接するセル４、５、６等のエリアへ無線信号を送信しそしてそれ
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思われる受信フレームの割合を決定するための手段と、
　その割合に基づいてフレームエラー確率を推定するための手段と、
　そのフレームエラー確率を、上記複数のクオリティ尺度の１つ及び上記リンクを経て使
用した通信モードの１つと共に記憶するためのデータ記憶装置と、
を備えた装置。

送信器及び受信器を備える通信システムにおいて動作する装置であって、複数の通信モ
ードの１つに基づき且つ複数のクオリティ尺度の１つで動作できる通信リンクに対して通
信パラメータを設定するように構成され、データが複数のフレームとして上記リンクを経
て搬送されるような装置において、
　上記リンクを経て上記受信器により受信されたデータを分析して、該リンクに対するク
オリティ尺度を決定するための手段と、
　そのクオリティ尺度及び上記リンクを経て使用した通信モードの１つに基づいてフレー
ムエラー確率を推定するための手段と、
　その推定に基づいて上記リンクの通信パラメータを設定するための手段と、
を備えた装置。

複数の通信モードの１つに基づき且つ複数のクオリティ尺度の１つで動作できる通信リ
ンクに対する通信パラメータを設定する方法であって、データが複数のフレームとして上
記リンクを経て搬送されるような方法において、
　データの記憶装置にアクセスし、
　該アクセスする段階に基づき上記リンクの通信パラメータを設定する、
という段階を備え、上記データの記憶装置は、上記複数のクオリティ尺度の１つ及び上記
リンクを経て使用した通信モードの１つと共にフレームエラー確率を含み、該フレームエ
ラー確率は、上記リンクを経て上記受信器によって受信された分析データを用いて誤って
受信されたと決定される受信フレームの割合に基づいて推定されていることを特徴とする
方法。

送信器及び受信器を備える通信システムにおいて動作する装置であって、複数の通信モ
ードの１つに基づき且つ複数のクオリティ尺度の１つで動作できる通信リンクに対する通
信パラメータを設定するように構成され、データが複数のフレームとして上記リンクを経
て搬送されるような装置において、
　データの記憶装置にアクセスするための手段と、
　該記憶装置のデータに基づいて上記リンクの通信パラメータを設定するための手段とを
備えており、上記データの記憶装置は、上記複数のクオリティ尺度の１つ及び上記リンク
を経て使用した通信モードの１つと共にフレームエラー確率を含み、該フレームエラー確
率は、上記リンクを経て上記受信器によって受信された分析データを用いて誤って受信さ
れたと決定される受信フレームの割合に基づいて推定されていることを特徴とする装置。



らエリアから無線信号を受信することのできる無線トランシーバを有する。これらの信号
により、ベースステーションは、そのセル内の移動ステーション（ＭＳ）ターミナル７と
通信することができ、該ターミナルは、それ自体無線トランシーバを含む。各ベースステ
ーションは、ベースステーションコントローラ８により移動交換センター（ＭＳＣ）（図
示せず）に接続され、これは、次いで、ゲートウェイＭＳＣ９を経て公衆電話ネットワー
ク１０及び／又は他のネットワーク、例えば、パケットデータネットワークにリンクされ
る。このシステムにより、ＭＳ７のユーザは、別のネットワークのターミナル１１に電話
コールを確立することができる。
【０００３】
ＢＴＳとＭＳとの間の信号は、デジタルデータである。リンクを経て搬送されるべきアナ
ログ音声データは、適当なスピーチコーデックを使用してデジタルデータにエンコードさ
れる。エンコードされたデータは、次いで、タイムスロットに割り当てられ、そしてそれ
らタイムスロットにおいて受信ユニットへ送信される。典型的なＴＤＭＡシステムでは、
連続タイムスロットのグループ（例えば、ＧＳＭシステムでは８個のタイムスロット）が
ＴＤＭＡフレームを構成する。例えば、ＧＳＭシステムにおいては、ＴＤＭＡフレームは
、８個の連続タイムスロットで構成される。全データレートでは８人までの異なるユーザ
を単一のＴＤＭＡフレームに割り当てることができ、各ユーザは、それ自身のタイムスロ
ットを有する。或いは又、半データレートでは１つのスロットを２人のユーザ間で共用す
ることができ、この場合、それらユーザには、交互のＴＤＭＡフレームにおいて同じタイ
ムスロットが割り当てられる。ユーザのスピーチデータは、そのユーザに割り当てられた
フレームにおいて搬送される。ユーザが全データレートのユーザである場合には、そのユ
ーザのスピーチフレームが８個の連続ＴＤＭＡフレームの１つのタイムスロットを占有し
、例えば、ＴＤＭＡフレームが４，６１５ｍｓ間続く場合には（ＧＳＭのように）、１つ
のスピーチフレームは、完全に送信されるのに８ｘ４，６１５ｍｓを要することになる。
ユーザが半データデートのユーザである場合には、そのスピーチフレームは、全レートユ
ーザの半分のデータを含み、そして４つの交互のＴＤＭＡフレームの１つのタイムスロッ
トを占有する。従って、ＧＳＭでは、半レートスピーチフレームを送信するのに要する全
時間は、全レートスピーチフレームを送信するのに要する時間と本質的に同じである。受
信ユニットにおいては、データがデコードされて、アナログ音声データが再生される。図
２は、移動ステーションにおける受信経路を概略的に示す。（ＢＴＳにおいて考慮すべき
事項は同様である。）２０において受信される到来データは、デコーダ２１へ通される。
デコードされたアナログ音声信号は、出力ユニット２２へ通される。
【０００４】
典型的なシステムでは、受信信号の特性を測定することによりリンクのクオリティ即ちエ
ラーレートが推定される。チャンネルデコードの前のビットエラーレート（ＢＥＲ）は、
２３で概略的に示されたように、受信したデジタルビット流に対して推定することができ
る。ビットエラーレートは、（チャンネルデコードの前の）全受信ビット数に対する不良
受信ビットの比を表す。更に、ビット流の一部分として送信されるチェックビットを使用
して、デコーダ２１は、不良受信音声データフレームを検出することができる。これは、
２４で概略的に示されたように、フレーム消去レート（ＦＥＲ）を決定することができる
。このフレーム消去レートは、フレーム内の非相関ビットエラーの数が大きいために受信
フレームがドロップされる割合を表す。他の方法を使用して、受信フレームを不良とみな
すかどうか決定することができる。例えば、チャンネルデコードの前のＢＥＲが高い場合
には、たとえＣＲＣがフレームを受け入れられると指示しても、そのフレームは自動的に
不良と仮定することができる。これは、通常の全レートデータ受信において、ＣＲＣが３
つのビットを占有し、従って、たとえ平易ノイズが８個のフレームの１つで送信されても
平均的に有効フレームとみなされる場合に、特に重要である。
【０００５】
ＧＳＭのような典型的なシステムでは、チャンネルデコードの前のＢＥＲが推定され、そ
してその推定が制御ユニットへ報告され、該制御ユニットは、例えば、送信電力の増加又
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は減少を命令するか或いは別のＢＴＳへのＭＳのハンドオーバーを命令することにより、
充分なリンククオリティを維持するようにシステムを制御することができる。
【０００６】
チャンネルデコードの前に推定されるＢＥＲは、リンクにわたるエラーレベルの直接的な
指示であり、それ故、公知のシステムでは、このような制御測定の基礎となるリンクのク
オリティの指示として使用されている。従来のＧＳＭシステムでは、１つの音声コーデッ
ク又は非常に僅かなコーデックしか使用できない。それ故、多くの場合に、ＢＥＲと認知
されたリンククオリティとの間の関係は容易に予想できるが、例えば、周波数ホッピング
チャンネルと非ホッピングチャンネルとの間に問題が存在する。しかしながら、可変圧縮
比及び別のエラー修正技術、例えば、ＡＭＲ（適応マルチレート）、ＧＰＲＳ（パン用パ
ケット無線サービス）及びＥＧＰＲＳ（ＥＤＧＥ　ＧＰＲＳ）又は＋ＥＣＳＤ等効物を使
用する最近の開発の実施では、推定ＢＥＲは、真のリンククオリティをあまり正確に指示
しなくなる。というのは、ユーザにより認知される受信音声データの真のクオリティは、
リンクにわたって使用されるプロトコルのもとで実行することのできる圧縮及び／又はエ
ラー修正のレベルにも依存するからである。エラー修正に使用される受信ビットの割合が
、エンコードされた音声データに使用されるものに対して増加するときには、効率的なエ
ラー修正に対する潜在性が増加し、そしてチャンネルデコードの前のＢＥＲは、リンクク
オリティの指示としてあまり正確でなくなる。
【０００７】
それゆえ、例えば、リンククオリティを良好に制御できるように、リンククオリティの正
確な指示を与える手段が要望される。一般に、任意のネットワークに対するクオリティ尺
度の好ましい属性は、クオリティの問題を予測できるものであり、そして実際の問題が生
じる前に電力レベルを増加したりハンドオーバーを行ったりするトリガーアクションであ
る。
【０００８】
１つのオプションは、ネットワークに使用できるコーデック及びＲＦ（高周波数）チャン
ネル構成の各異なる組み合わせに対しターゲット又はスレッシュホールド受信クオリティ
（ＲＸＱＵＡＬ）の個々の定義を導入することである。しかしながら、これは、ハンドオ
ーバー及び電力制御計算において考慮されるべき非常に多数の付加的なパラメータを導入
し、そして多量のシグナリング（ＧＳＭではＡｂｉｓインターフェイスを経てベースステ
ーションコントローラ（ＢＳＣ）へ至る）を伴うことになる。というのは、各移動ステー
ションに現在使用されているコーデックモードを、ハンドオーバー及び電力制御計算を遂
行するユニットへ送信しなければならないからである。別のオプションは、移動ステーシ
ョンからアップリンクを経てＢＴＳで受信された信号において実行された詳細な測定に単
に基づいてリンククオリティの評価を行うことである。第１オプションと比較すると、こ
れは、移動ステーションからネットワーク装置へ報告することが必要なデータの量を減少
する。しかしながら、アップリンクは、ＢＴＳからＭＳへのダウンリンクのクオリティを
必ずしも正確に反映しない。
【０００９】
従って、チャンネル／コーデックベースのＲＸＱＵＡＬスレッシュホールドの使用は、Ｈ
Ｏ＆ＰＣアルゴリズムのみに対し数百の新たなパラメータを意味し、これは、おそらく、
オペレータによって受け入れられないと考えられる。更に、平易なＲＸＱＵＡＬ統計情報
からネットワークの性能を評価したり監視したりすることはできない。
【００１０】
図３は、周波数ホッピング及び非ホッピングネットワークにおける受信クオリティスレッ
シュホールド（ＲＸＱＵＡＬ）とＦＥＲとの間の相関のシミュレーションを示す。図３は
、ＲＸＱＵＡＬクラス５のクオリティターゲットに対して、チャンネルが非ホッピングで
あるときには著しい数のフレーム消去が生じるが、周波数ホッピングチャンネルの場合に
は、ＲＸＱＵＡＬ５でも良好なクオリティを依然与えると仮定できることを示している。
この問題は、異なるコーデックの性能をＲＸＱＵＡＬに関して比較したときに更に顕著と
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なる。これら問題のために、例えば、ハンドオーバー及び電力制御アルゴリズムの最適化
が、もし不可能でなければ、課題となる。
ＦＥＲベースのトリガーシステムは、低い信号クオリティに応答するための何らかのトリ
ガー動作が行われる前にスピーチフレームが既に失われるので、反応が遅いという欠点が
ある。
【００１１】
【発明の開示】
本発明の１つの特徴によれば、複数の通信モードの１つに基づき且つ複数のクオリティ尺
度の１つで動作できる通信リンクを経て行われる送信器と受信器との間の通信のクオリテ
ィを推定する方法であって、データを複数のフレームとして上記リンクを経て搬送するよ
うな方法において、上記リンクを経て受信器により受信されたデータを分析して、誤って
受信されたと思われる受信フレームの割合を決定し、その割合に基づいてフレームエラー
確率を推定し、そしてそのフレームエラー確率を、上記クオリティ尺度の１つ及び上記リ
ンクを経て使用した通信モードの１つと共に記憶するという段階を備えた方法が提供され
る。
【００１２】
本発明の第２の特徴によれば、複数の通信モードの１つに基づき且つ複数のクオリティ尺
度の１つで動作できる通信リンクに対する通信パラメータを設定する方法であって、デー
タを複数のフレームとして上記リンクを経て搬送するような方法において、上記リンクを
経て受信器により受信されたデータを分析して、リンクに対するクオリティ尺度を決定し
、該クオリティ尺度及び上記リンクを経て使用した通信モードの１つに基づいてフレーム
エラー確率を推定し、そしてその推定に基づいてリンクの通信パラメータを設定するとい
う段階を備えた方法が提供される。
【００１３】
本発明の第３の特徴によれば、送信器と、受信器と、複数の通信モードの１つに基づき且
つ複数のクオリティ尺度の１つで動作できる通信リンクを経て行われる送信器と受信器と
の間の通信のクオリティを推定する装置であって、データを複数のフレームとして上記リ
ンクを経て搬送するような装置とを備えた通信システムにおいて、上記装置は、上記リン
クを経て受信器により受信されたデータを分析して、誤って受信されたと思われる受信フ
レームの割合を決定するための手段と、その割合に基づいてフレームエラー確率を推定す
るための手段と、そのフレームエラー確率を、上記クオリティ尺度の１つ及び上記リンク
を経て使用した通信モードの１つと共に記憶するためのデータ記憶装置とを備えた通信シ
ステムが提供される。
【００１４】
本発明の第４の特徴によれば、送信器と、受信器と、複数の通信モードの１つに基づき且
つ複数のクオリティ尺度の１つで動作できる通信リンクに対する通信パラメータを設定す
る装置であって、データを複数のフレームとして上記リンクを経て搬送するような装置と
を備えた通信システムにおいて、上記装置は、上記リンクを経て受信器により受信された
データを分析して、リンクに対するクオリティ尺度を決定するための手段と、該クオリテ
ィ尺度及び上記リンクを経て使用した通信モードの１つに基づいてフレームエラー確率を
推定するための手段と、その推定に基づいてリンクの通信パラメータを設定するための手
段とを備えた通信システムが提供される。
【００１５】
本発明の第５の特徴によれば、送信器及び受信器が、通信パラメータを有する通信リンク
を経て通信することができ、該通信リンクは、複数の通信モードの１つに基づき且つ複数
のクオリティ尺度の１つで動作でき、データを複数のフレームとして上記リンクを経て搬
送するような通信システム内で動作するネットワーク要素において、上記リンクを経て受
信器により受信されたデータを分析して、リンクに対するクオリティ尺度を決定するため
の手段と、そのクオリティ尺度と、上記リンクを経て使用した通信モードの１つとに基づ
いてフレームエラー確率を推定するための手段と、その推定に基づいてリンクの通信パラ
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メータを設定するための手段とを備えたネットワーク要素が提供される。
【００１６】
上記通信モードは、それらの高周波特性が相違するモードを含むのが適当である。又、上
記通信モードは、少なくとも１つの周波数ホップモード及び少なくとも１つの非周波数ホ
ップモードを含むのが好ましい。更に、上記通信モードは、それらの圧縮及び／又はエン
コード特性が相違するモードを含むのが適当である。更に、上記通信モードは、その少な
くとも１つが第１ビットレートのスピーチデータで動作でき、そして１つが第２レートの
スピーチデータで動作できるのが好ましい。
上記クオリティ尺度は、好ましくはチャンネルデコード動作を行う前のビットエラーレー
トの推定である。
誤って受信されたと思われる受信フレームの割合は、リンクに対するフレーム消去レート
である。
【００１７】
上記分析段階は、受信器において実行されるのが適当である。上述した方法は、誤って受
信されたと思われる受信フレームの割合を定義するデータを受信器が送信する段階を更に
備え、そして上記記憶段階は、受信器から離れたところで実行される。
上記フレームは、スピーチデータを搬送するのが好ましい。上記フレームは、スピーチエ
ンコードスキムに基づいてエンコードされたデータを搬送するのが好ましい。
上記送信器及び受信器は、移動通信用のグローバルシステム又はそこから派生したシステ
ムに基づいて適当に動作することができる。
【００１８】
上記通信パラメータは、リンクにわたって使用されるべき通信モードであるか、リンクに
わたって使用されるべきクオリティターゲットであるか、又はリンクにわたって使用され
るべき送信電力である。上記送信器及び受信器の一方は移動ステーションであり、そして
上記送信器及び受信器の他方はベース送信ステーションであり、そして上記通信パラメー
タは、別のベースステーションと通信するための移動ステーションのハンドオーバーの開
始を指示する。
上記送信電力は、上記割合が上記記憶された確率を越える場合に増加するように制御され
るのが適当である。又、送信電力は、上記記憶された確率が上記割合を越えた場合に減少
されるのが適当である。
上記クオリティ尺度の決定は、ルックアップテーブルにより行われる。
上記分析手段は、受信器に配置されてもよいし又は他のどこにあってもよい。
【００１９】
【発明を実施するための最良の形態】
以下、添付図面を参照して、本発明を詳細に説明する。
ここに示す例は、ＧＳＭシステムを特に参照して説明する。しかしながら、本発明は、Ｇ
ＳＭシステムへの適用に限定されない。
フレームという語は、ここでは、少なくとも１つの識別可能な情報断片より成る情報の一
部分を包囲し又は区画するある種の構成体を指すものとして使用される。それ故、ＧＳＭ
で使用されるＴＤＭＡフレームは、一例として使用されるだけであり、本発明の範囲をこ
れに限定するものと解釈すべきでない。
【００２０】
以下に述べるシステムは、フレーム消去確率（ＦＥＰ）の推定を使用する。このパラメー
タの１つの好ましい目的は、チャンネル形式及びコーデック形式の異なる組み合わせに対
して首尾良く使用できる共通のクオリティ基準を与えることである。従って、ＦＥＰは、
クオリティを高めるために測定を行うべきかどうか或いはクオリティを下げるために他の
ユーザを犠牲にしてクオリティが過剰であるかどうかを判断するための１つの基礎として
使用することができる。
【００２１】
ＦＥＰを導出するための１つの方法は、アップリンクＦＥＲ及びアップリンクＲＸＱＵＡ
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Ｌの知識を使用して、考えられるチャンネル／コーデック組み合わせでマトリクスを構築
することである。以下のテーブル１は、ＧＳＭの半レート（ＨＲ）、全レート（ＦＲ）、
エンハンスト全レート（ＥＦＲ）及び適応マルチレート（ＡＭＲ）コーデックを動作でき
る移動ステーションを伴うネットワークにおけるこのようなマトリクスの一例を示す。テ
ーブル１では、周波数ホップ（ＦＨ）及び非周波数ホップ（非ＦＨ）チャンネル形式が示
されている。
【００２２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２３】
上記テーブルは、一例に過ぎず、そしてカラムは、例えば、ホッピングリストにおける周
波数の数を含むように拡張できることを理解されたい。
使用に際し、リンクが使用されるときに、アップリンクＦＥＲ及びＲＸＱＵＡＬデータが
収集され、そしてリンクの状態に対応するマトリクスのセルに対する値を導出するのに使
用される。例えば、全レートコーデックを使用するコールが周波数ホッピング送信モード
に割り当てられる場合には、ＲＸＱＵＡＬが７である間の全ＦＥＲ測定値が収集され、そ
してマトリクスの対応セル（テーブル１にＸとマークされた）に対するフレーム消去の確
率を導出するのに使用される。このマトリクスは、全ての必要なセル（好ましくは、少な
くとも使用中に遭遇する状態に対応する全てのセル）が満たされると、クオリティの予想
に使用することができる。マトリクスデータの統計学的な信頼性を与えるために、比較的
多数のサンプルを使用してフレーム消去の確率を導出するのが好ましい。
【００２４】
この種の個々のマトリクスをアップリンク及びダウンリンクに対して導出することもでき
るし、或いは１つだけを使用することもできる。マトリクスに代わって、マトリクスのデ
ータを分析し、そしてマトリクスの各セルにおける値を導出するための式が決定される。
満たされたマトリクスは、各異なるチャンネル／コーデック対及び各異なるＲＸＱＵＡＬ
クラスに関連したフレーム消去確率の値を有する。マトリクスが満たされると、ダウンリ
ンク及びアップリンクの両ＲＸＱＵＡＬ値を、それに対応するフレーム消去確率にマップ
することができる。これらの確率は、ハンドオーバーに関する判断及び／又は電力制御（
又は他のクオリティ制御手段）を実行するためのアルゴリズムや、システムの性能を監視
するためのアルゴリズムに使用することができる。システムは、推定精度を高めるように
テーブルのデータを補足する目的で、或いはマトリクスが全く値をもたないか又は統計学
的に僅かなサンプルしかもたない環境に対処するために、クオリティを決定する他の解決
策と組み合わされてもよい。
【００２５】
フレーム消去確率を評価する可能性は他にもある。別のオプションは、チャンネルに関し
てより多くの情報が得られる受信器においてＦＥＰを評価し、そして必要なデータが計算
されたときにシステムのネットワーク側に情報を送信することである。１つのこのような
方法は、ビットエラーレート（ＢＥＲ）の変化の尺度と、スピーチフレーム内のＢＥＲの
平均値とを使用して、ＦＥＰを推定することである。図４は、ＦＥＰがスピーチフレーム
内のＢＥＲの平均及び標準偏差の関数として表される例示的シミュレーションからのＦＥ
Ｐ値を示す。重要なファクタは、ＦＥＰをここでＢＴＳにおいて評価し、そして制御ユニ
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ットがＦＥＰを使用して対応する判断実行を行うところへ送信できることである。
【００２６】
ＦＥＰをハンドオーバー及び電力制御アルゴリズムに使用するための別の実施特有の方法
は、ＦＥＰ値を多数のクラスにマップすることであり、例えば、ＲＸＱＵＡＬ値に対する
現在の規定のように８つのクラスにマップすることである。この方法では、現在のハンド
オーバー及び電力制御アルゴリズムを、著しく変更せずに使用することができる。これら
のクラスは、ＦＥＰ値の全予想又は実際の範囲を直線的に細分化するか或いは別の方法に
より定義することができる。
【００２７】
ハンドオーバー及び電力制御アルゴリズムは、各コーデック／チャンネル状態に基づいて
最適化することができる一方、ＦＥＰは、全サービスに対する共通のクオリティ尺度を本
質的に与える。これは、ハンドオーバー及び電力制御アルゴリズムにおけるクオリティス
レッシュホールドの数を、上述した別の解決策に対して実質的に減少できることを意味す
る。又、ＦＥＰは、ネットワークの性能を評価するのにも使用できる。
【００２８】
図５は、本発明の好ましい実施形態を具現化するためのＧＳＭシステムのアーキテクチャ
ーを示す。図５は、ワイヤレスリンク４２を経てベース送信ステーション４１と無線通信
する移動ステーション４０を示す。移動ステーション及びＢＴＳのアンテナ４３、４４は
、到来信号と出て行く信号を合成する各デュープレクサ４５、４６に接続される。送信の
ための出て行く信号の発生は、図５には示されていない。到来信号は、各増幅及び復調ユ
ニット４７、４８へ通され、これらユニットは、４９、５０に受信デジタルビット流を導
出する。移動ステーションでは、受信ビット流は、５１で一般的に示されたデコード装置
により処理されて、データがデコードされ、そしてアナログスピーチ信号が５２に導出さ
れる。スピーチ信号は、ユーザに聞こえるようにスピーカ５３に送られる。ＢＴＳでは、
５０における受信デジタル信号は、処理ユニット５５によりＢＳＣ５４へ更に送信するの
に適した信号に変換される。
【００２９】
リンク４２にわたり使用される送信電力、リンク４２を経てスピーチ送信するのに使用さ
れるコーデック、リンク４２に対するターゲットＲＸＱＵＡＬ、及びハンドオーバーオペ
レーションのような他のパラメータは、ＢＳＣ５４のようなユニットの制御のもとにある
。（或いは又、移動交換センター（ＭＳＣ）においてファンクションを実行することもで
きる。）これらのパラメータは、その制御ユニットからリンク５６を経て各ＭＳ及びＢＴ
Ｓユニットに送信されて、それらが、信号を適宜にエンコード、送信及びデコードできる
ようにする。
【００３０】
ユニット５１及び５５には、受信信号のＦＥＲを決定する各フレーム消去レート検出器５
７、５８がある。（少なくとも移動ステーションは、フレームエラーの統計学的値（例え
ば、レート）を計算する必要がなく、むしろ、移動ステーションは、スピーチフレームを
フレームごとにチェックし、そしてフレームが著しく多数のエラーを有すると分かった場
合には、移動ステーションの音声装置へ向けられないようにできることに注意されたい。
この場合には、ユニット５１を省略できる。）ＦＥＲデータは、リンク形式、コーデック
形式及びターゲットＲＸＱＵＡＬのような他のリンク状態と共にレポートデータとして制
御ユニット、この例ではＢＳＣ５４、へ報告される。初期動作モードでは、このデータは
、リンクの状態についてＢＳＣに既に知られたデータと共に（もし必要であれば）、ＦＥ
Ｐプロセッサ５９によって使用されて、テーブル１の形態のＦＥＰ値のマトリクスが導出
される。このマトリクスは、データ記憶装置６０に記憶される。又、このマトリクスは、
シミュレーションにより導出することもできるし、或いは別のアナログシステムで実行さ
れる測定から導出することもできる。ＦＥＰ値は、ＲＸＱＵＡＬ値に使用できる８つのク
ラスに対応する８つのクラスへとマップされる。
【００３１】
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ＢＳＣのリンクコントローラ６１は、記憶装置６０に記憶されたマトリクスにアクセスす
ることができる。リンクの状態に関するデータ（例えば、リンク形式、使用中のコーデッ
ク及び設定ＲＸＱＵＡＬターゲット）が分かった状態では、リンクコントローラは、記憶
されたマトリクスから予想ＦＥＰを決定することができる。リンクコントローラは、その
ＦＥＰ（又はＦＥＰクラス）を分析して、ハンドオーバー及び電力制御コマンドをＴＢＳ
及びＭＳへ発行するように動作し、例えば、アップリンクＦＥＰがプリセットスレッシュ
ホールドを越える場合には、ＢＳＣは、ＢＴＳが「送信電力増加」コマンドを移動ステー
ションへ発行するようにさせる。アップリンク及びダウンリンクに対する一定又は可変レ
ートでの電力増加及び減少コマンドや、ハード及び／又はソフトハンドオーバーコマンド
は、論理的に同様の方法で発生できることが明らかであろう。
【００３２】
上述した特定例は、多数の変更がなされ得る。上述した解決策は、アップリンク又はダウ
ンリンク或いはその両方に個々に適用することができる。又、上述した解決策は、他のシ
ステム及び規格、例えば、第３世代（３Ｇ）規格に基づいて動作できるテレコミュニケー
ションシステムにおいて実施されてもよい。この規格に基づいて動作し得るシステムでは
、ＢＳＣ又はＭＳＣ或いはその等効物へデータを報告することは、Ｉｕインターフェイス
を経て実行することができる。
【００３３】
本発明は、ここに開示した特徴、又は特徴の組み合わせを含蓄的に又は明確に包含し、又
はその一般性を包含するが、これは、本発明の範囲を何ら限定するものではないことに注
意されたい。以上の説明に鑑み、当業者であれば、本発明の範囲内で種々の変更がなされ
得ることが明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】　セルラーネットワークを概略的に示す図である。
【図２】　データの受信を示す図である。
【図３】　周波数ホッピング及び非ホッピングネットワークにおいて受信クオリティスレ
ッシュホールド（ＲＸＱＵＡＬ）とＦＥＲとの間の相関をシミュレーションした結果を示
す図である。
【図４】　例示的シミュレーションからのフレーム消去確率値を示す図である。
【図５】　ＧＳＭセルラーネットワークの当該部分を示す回路図である。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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